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議 案 賛 否 一 覧

第
３
回
定
例
会

議
案
賛
否
一
覧

提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

　

第
３
回
定
例
会（
５
月
30
日
～
６
月
10
日
）

の
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
報
告
５
件
、

令
和
３
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
及
び

事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書
の
報
告
５
件
、
条

例
の
一
部
改
正
１
件
、
工
事
等
委
託
契
約
１

件
、
市
道
の
廃
止
・
変
更
・
認
定
そ
れ
ぞ
れ

１
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
合
わ
せ

て
16
件
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
最
終
日
に
、
補
正
予
算
２
件

及
び
条
例
の
一
部
改
正
１
件
を
追
加
す
る
予

定
で
す
。

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、「
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
事
業
」
に
係
る
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正

予
算
で
、
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

は
、「
公
共
下
水
道
事
業
に
お
け
る
不
適
切

対
応
」
の
引
責
と
し
て
、
ま
ず
は
、
特
別

職
の
給
料
を
減
額
す
る
た
め
「
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

宮田　達夫 市長

議　
案　
名

付

託

委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
３
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸
太

田
市
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

本 
会 
議 

報　
　

告

報
告
第
４
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸
太

田
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

本 

会 

議 
報　
　

告

報
告
第
５
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
常
陸
太

田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
本 

会 

議 

報　
　

告

報
告
第
６
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
４

年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）） 

本 

会 

議 

報　
　

告

報
告
第
７
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
４

年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）） 

本 

会 

議 

報　
　

告

報
告
第
８
号
令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

本 

会 

議 

報　
　

告

議　
案　
名

付

託

委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
９
号
令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
予
算
事
故
繰
越
し

繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

本 

会 

議 

報　
　

告

報
告
第
10
号
令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て 

本 

会 

議 

報　
　

告

報
告
第
11
号
令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算
繰

越
計
算
書
に
つ
い
て 

本 

会 

議 

報　
　

告

報
告
第
12
号
令
和
３
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
予
算
繰

越
計
算
書
に
つ
い
て

本 

会 

議 

報　
　

告

議
案
第
56
号
常
陸
太
田
市
議
会
議
員
及
び
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
57
号
市
道
０
１
３
９
号
線
工
事
等
委
託
契
約
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

△
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
議
案
▽
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議 案 賛 否 一 覧

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議
案
第
58
号
常
陸
太
田
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
59
号
常
陸
太
田
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
60
号
常
陸
太
田
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
61
号
令
和
４
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

総　
　

務 

原
案
可
決

議
案
第
62
号
常
陸
太
田
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
可
決

議
案
第
63
号
令
和
４
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
可
決

議
案
第
64
号
令
和
４
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
可
決

議
員
提
案
第
３
号

常
陸
太
田
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本 

会 

議

原
案
可
決

議　
案　
名

付

託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子
髙木　　将
黒沢　義久
後藤　　守
茅根　　猛
成井小太郎
高星　勝幸
深谷　秀峰
菊池　伸也
益子　慎哉
平山　晶邦
深谷　　渉
藤田　謙二
諏訪　一則
菊池　勝美
小室　信隆
森山　一政
議
決
結
果

請
願
第
１
号
土
地
利
用
規
制
法
廃
止
に
関
す
る
請
願
書 

総

務

不 
採 
択

×
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

原
案
可
決

【
○
：
賛
成　
×
：
反
対　
欠
：
欠
席
】

　
※ 

議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
採
決
権
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

請願・陳情・議員提案審査結果
件　　　　名 提　　　出　　　者 結 　 果

【請願第１号】 
土地利用規制法廃止に関す
る請願書

 篠原　睦美
【紹介議員】宇野　隆子 不 採 択

【陳情第１号】
女性トイレの維持及びその
安心安全の確保に関する陳
情

女性スペースを守る会
-LGBT法案における「性自認」
に対し慎重な議論を守る会-
共同代表 飯野香里 井上恵子
　　　　 永田マル 山田響子

報　　告

【陳情第２号】
国民の祝日「海の日」を7月
20日に固定化する意見書の
提出を求める陳情

海事振興連盟
会長　衛藤　征士郎 報　　告

【陳情第３号】
沖縄を「捨て石」にしない
安全保障政策を求める意見
書の提出を求める陳情

辺野古を止める！全国基地引
き取り緊急連絡会
代表　大庭　和雄

報　　告

【議員提案第３号】
常陸太田市議会委員会条例
の一部改正について

提出者 深谷　渉
賛成者 深谷秀峰 髙木　将
　　　 後藤　守 成井小太郎
　　　 菊池伸也 益子慎哉

原案可決
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一 般 質 問

問１問１ 問2問2

　
　
　
子
ど
も
の
健
康
や
教
員
の
働
き

方
改
革
に
伴
う
部
活
動
の
現
況

と
、
今
後
の
本
市
と
し
て
の
在
り
方
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

教
育
部
長　
本
年
度
は
部
活
動

の
設
置
の
多
い
学
校
で
12
部
、

少
な
い
学
校
で
4
部
と
な
っ
て
お
り
、

希
望
す
る
部
活
が
無
い
な
ど
生
徒
の
声

に
一
部
応
え
ら
れ
な
い
実
情
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
少
子
化
に
伴
う
部
員
数
の

減
少
か
ら
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ

レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
複
数
校
に
よ
る

合
同
部
活
動
を
編
成
し
て
い
る
。
今
後

は
生
徒
、
保
護
者
、
教
職
員
か
ら
の
部

活
動
に
関
す
る
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
も
と

に
、
学
校
関
係
者
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団

体
及
び
文
化
団
体
、
有
識
者
な
ど
で
組

織
す
る
協
議
会
を
設
置
し
、
拠
点
校
方

式
や
、
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
団
体
へ

の
働
き
か
け
、
指
導
者
と
な
る
地
域
人

材
の
掘
り
起
し
等
も
含
め
、
本
市
の
実

情
に
沿
っ
た
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
協
議
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
犯
罪
の
抑
止
効
果
や
犯
罪
捜
査

等
に
も
有
用
性
が
評
価
さ
れ
て

い
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
、
市
内
公
共
施
設

や
道
路
等
の
設
置
状
況
、
及
び
設
置
基

準
や
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長　
現
在
小
中
学

校
な
ど
の
学
校
関
係
や
市
役
所

な
ど
の
公
共
施
設
、
主
要
な
国
道
や
県

道
の
交
差
点
な
ど
市
全
体
で
50
箇
所 

１
２
３
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
公
共
施
設
等
へ
の

設
置
に
つ
い
て
は
不
審
者
や
侵
入
者
等

の
監
視
、
盗
難
、
い
た
ず
ら
、
施
設
付

近
へ
の
不
法
投
棄
な
ど
の
事
案
が
発
生

し
た
際
の
犯
罪
防
止
対
策
と
し
て
必
要

に
応
じ
て
随
時
設
置
。
主
要
な
幹
線
道

路
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
茨
城
国
体

が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
多
く
の
観
光

客
が
当
市
に
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
警
察

署
や
道
路
管
理
者
と
協
議
の
上
、
必
要

と
思
わ
れ
る
主
要
な
交
差
点
に
設
置
し

て
き
た
。
今
後
も
関
係
機
関
等
と
協
議

の
上
、
防
犯
上
必
要
と
判
断
し
た
箇
所

に
つ
い
て
、
随
時
設
置
し
て
い
く
。

問１答１

問2答2

　
　
　
第
６
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
が
示
さ
れ
、

令
和
元
年
台
風
第
19
号
の
被
害
を
検
証

し
た
災
害
危
険
区
域
の
解
消
及
び
市
道

の
計
画
的
改
修
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
災
害
対
策
本
部
の
強
化
や
自
主
防

災
組
織
等
と
の
連
携
や
避
難
体
制
の
整

備
に
よ
り
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
で

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と

あ
る
が
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
避

難
体
制
の
整
備
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
　

総
務
部
長　
市
と
し
て
自
主
防

災
訓
練
の
支
援
や
自
主
防
災

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
等
を
通
し
て
自
主
防

災
組
織
の
育
成
を
し
て
き
た
。
ま
た
、

令
和
元
年
台
風
第
19
号
の
教
訓
か
ら
、

災
害
警
戒
本
部
及
び
災
害
対
策
本
部
設

置
時
等
に
自
主
防
災
会
へ
災
害
に
対
す

る
避
難
情
報
な
ど
各
種
情
報
を
連
絡
す

る
体
制
を
整
え
、
旧
水
府
小
学
校
を
福

祉
施
設
等
の
要
配
慮
者
な
ど
が
安
心
し

て
避
難
で
き
る
施
設
へ
改
修
し
、
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
を
図
っ
た
。
今
後
と

も
、
庁
内
の
関
係
部
課
が
連
携
し
、
避

難
誘
導
等
の
支
援
体
制
の
確
立
を
図

り
、
避
難
行
動
要
支
援
者
を
含
む
全
て

の
市
民
の
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

い
く
。

　
　
　

　
　
　
災
害
対
策
本
部
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な

の
か
伺
い
た
い
。

　　
　
　

総
務
部
長　
現
在
、
順
次
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
を
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計
画

で
進
め
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り

情
報
収
集
の
自
動
化
や
、
災
害
対
策
本

部
と
各
支
所
間
と
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
災
害
現
場
の
状
況
確
認
、
防
災

ア
プ
リ
を
始
め
と
し
た
情
報
発
信
の
強

化
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
多
様
な
災
害

に
応
じ
た
訓
練
等
を
通
じ
て
災
害
対
策

本
部
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

問１

答１

問2答2

藤田 謙二
議員

菊池 伸也 
議員

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
市
独
自
の
部
活
動
改
革
を

自
主
防
災
組
織
の
育
成
と
避
難
体
制
整
備
の
取
り
組
み
は

助
成
制
度
導
入
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進
を

災
害
対
策
本
部
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
の
方
向
性
は

【藤田　謙二   議員　質問事項】
 ●移住・定住の促進について
 ●部活動改革について
 ●犯罪のないまちづくりの推進について

【菊池　伸也   議員　質問事項】
 ●安全安心まちづくり推進政策について



5

一 般 質 問

問１問１ 問2問2

　
　
　
加
齢
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
免
疫

力
が
低
下
し
た
際
、
皮
膚
や
神

経
に
炎
症
を
起
こ
す
帯
状
疱
疹
は
、
50

歳
以
降
に
激
し
い
痛
み
を
伴
っ
て
発
症

す
る
。
80
歳
ま
で
に
約
３
人
に
１
人
が

発
症
す
る
と
言
わ
れ
、
約
２
割
の
方
は
、

痛
み
が
３
か
月
以
上
続
く
帯
状
疱
疹
後

神
経
痛
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
予
防
に

は
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
必

要
だ
が
、
帯
状
疱
疹
発
生
抑
制
効
果
の

高
い
ワ
ク
チ
ン
は
２
回
接
種
で
、
費
用

が
約
５
万
円
に
な
る
。
接
種
の
後
押
し

の
た
め
に
、
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成

す
る
自
治
体
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
が
、

助
成
に
つ
い
て
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

　
　
　

保
健
福
祉
部
長　
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
は
、
平
成
28
年
３
月
か

ら
50
歳
以
上
の
方
が
任
意
の
予
防
接
種

と
し
て
、
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
国

の
厚
生
科
学
審
議
会
に
お
い
て
、
定
期

接
種
化
に
つ
い
て
の
検
討
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
、
他
自

治
体
の
状
況
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
を

行
い
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

　
　
　
地
球
温
暖
化
や
激
甚
化
・
頻
発

化
し
て
い
る
災
害
等
に
対
し
、

地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
へ
の
取
り
組

み
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て
は
、
教

育
の
面
か
ら
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ

る
。
学
校
施
設
の
整
備
計
画
の
際
、
エ

コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
の
認
定
に
向
け

た
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　

教
育
部
長　
本
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
、
校
舎
の
木
質
化
や
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
本
年
度
「
常
陸
太
田
市
学

校
施
設
整
備
計
画
」
の
見
直
し
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル

の
趣
旨
も
踏
ま
え
つ
つ
、
環
境
に
配
慮

を
し
た
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
エ
コ

ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
の
認
定
に
向
け
て

も
、
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

問１

答１

問2答2

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
危
機
に
よ
る
原
油
価
格
や
電

気
・
ガ
ス
料
金
、
食
料
品
を
含
む
物
価

の
高
騰
が
市
民
の
暮
ら
し
、
中
小
企
業

の
営
業
を
直
撃
し
て
い
る
。
物
価
高
騰

対
策
の
調
査
・
相
談
窓
口
の
設
置
を
求

め
る
。
学
校
給
食
は
こ
れ
ま
で
通
り
の

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
量
を
保
っ
た
給
食
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
食
材
の
高
騰
に
対
す

る
対
応
、
市
内
の
商
工
業
や
農
林
業
な

ど
市
内
産
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　
　
　

総
務
部
長　
新
た
に
相
談
窓
口

は
設
け
ず
、
担
当
各
課
に
お
い

て
迅
速
に
対
処
す
る
。

　

教
育
部
長　
補
正
予
算
を
組
み
、
保

護
者
の
負
担
を
増
や
す
こ
と
な
く
、
給

食
の
質
と
量
、
栄
養
価
を
確
保
す
る
。

　

商
工
観
光
部
長　
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
、
農
業
生
産
者
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
く
。

　
　
　
憲
法
は
「
義
務
教
育
の
完
全
無

償
化
」
を
掲
げ
て
い
る
。
適
切

な
栄
養
摂
取
に
よ
る
健
康
の
増
進
や
健

全
な
食
生
活
に
対
す
る
判
断
力
の
養
成

な
ど
、
学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市
は
学
校
給

食
費
の
２
分
の
１
助
成
を
実
施
し
て
７

年
目
に
な
る
。
幼
稚
園
・
認
定
子
ど
も

園
の
園
児
は
無
償
と
な
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
多
く
の
家
庭
の
収
入
が
減

り
、
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
今
、

物
価
高
騰
は
深
刻
で
あ
る
。
子
育
て
世

代
全
体
を
支
援
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に

１
／
２
助
成
を
行
い
小
中
学
校
の
給
食

費
の
無
償
化
を
求
め
た
い
。

　
　
　

教
育
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し

て
は
子
育
て
世
帯
支
援
特
別
給
付
金
を

支
給
す
る
。
給
食
費
は
こ
れ
ま
で
通
り

子
育
て
世
代
の
保
護
者
へ
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
措
置
を
継
続
し
て
い
く
。

問１

答１

問2

答2

深谷　渉
議員

宇野 隆子
議員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
物
価
高
騰
対
策
は
急
務

エ
コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
で
環
境
教
育
の
推
進
を

あ
と
１
／
２
の
助
成
で
学
校
給
食
の
無
償
化
を

【深谷　渉　議員　質問事項】
 ●ワクチン接種について
 ●環境教育の推進について

【宇野　隆子　議員　質問事項】
 ●東海第二原発再稼働問題について 
 ●物価高騰対策について
 ●学校給食について　●公共交通の利用促進について
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常 任 委 員 会 審 査

総
務
委
員
会

　

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
補
正
予
算
１
件
、
請
願

１
件
、
合
計
３
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
２
議
案
を
全
会
一
致
に

よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
。
請
願
１
件
を
不
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
61
号　
令
和
４
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
０
５
８
万

９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
４
９

億
３
０
４
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の
）

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
・
転
換

理
解
促
進
事
業
委
託
料
に
関
し
、
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
選
定
さ
れ
た
業
者
か

ら
の
独
自
提
案
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

新
市
街
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
量

の
調
査
な
ど
脱
炭
素
先
行
地
域
選
定
に

向
け
た
基
礎
調
査
の
実
施
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
電
気
自
動
車

で
観
光
地
を
繋
ぐ
計
画
な
ど
の
提
案
が

出
て
い
る
。

問答

請
願
第
１
号　
土
地
利
用
規
制
法
廃

止
に
関
す
る
請
願
書

（
政
府
の
裁
量
で
住
民
の
調
査
や
土

地
・
建
物
の
利
用
中
止
等
を
可
能
に

す
る
土
地
利
用
規
制
法
の
廃
止
を
求

め
る
も
の
）

　
　
　

土
地
利
用
規
制
法
に
は
、
土
地

等
利
用
状
況
審
議
会
の
設
置
や
、
個
人

情
報
の
保
護
に
十
分
配
慮
し
、
必
要
最

小
限
の
も
の
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
留

意
事
項
の
規
定
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
の
請

願
の
趣
旨
は
当
て
は
ま

ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

【
総
務
委
員
会
】

委
員
長  

菊
池 

伸
也

副
委
員
長  

深
谷    

渉

委　
員  

後
藤　

 

守

委　
員  

茅
根 　
猛

　
〃　

  
高
星 

勝
幸

　
〃　

  
平
山 
晶
邦

 

産
業
建
設
委
員
会

　

産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
工
事
等

委
託
契
約
１
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
、

変
更
、
認
定
各
１
件
、
合
計
４
件
の

審
査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
４
議
案

を
全
会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

意
見

▼
主
な
質
疑
応
答

議
案
第
57
号　
市
道
０
１
３
９
号
線

工
事
等
委
託
契
約
に
つ
い
て

（
茨
城
県
知
事
大
井
川
和
彦
と
１
億 

６
０
０
０
万
円
で
契
約
す
る
も
の
）

　
　
委
託
関
係
調
査
の
業
務
内
容
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　
　

今
回
の
調
査
内
容
は
、
猛
禽
類
調

査
と
、
工
事
に
よ
る
地
下
水
や
表
流
水

へ
の
影
響
を
調
べ
る
水
文
調
査
で
あ
る
。

　
　
物
価
上
昇
に
よ
る
資
材
単
価
等
、

設
計
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　

資
材
が
高
騰
し
た
場
合
に
は
、
設

計
単
価
に
も
影
響
す
る
の
で
、
そ
の
時

点
で
の
資
材
単
価
等
に
よ
り
設
計
を
す

る
こ
と
に
な
る
。 

【
産
業
建
設
委
員
会
】

委
員
長  

益
子 
慎
哉

副
委
員
長  

菊
池 
勝
美

委　
員  

黒
沢 

義
久

委　
員  

成
井
小
太
郎

　
〃　

  

藤
田 

謙
二

　
〃　

  

森
山 

一
政

問答問答

議会トピックス
　６月30日（木）誉田小3年生の皆さんが
市役所見学のため市議会を訪れました。
　普段入ることができない本会議場の見
学を行い、議長席や議員席の座り心地を確
かめたり、マイクを使って質疑を体験した
りしていました。
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議案質疑、議会報告・意見交換会

議  案  質  疑 議案質疑とは、本会議での議案の説明だけではわか
らないことを質問する行為のことです。 

報告第５号　専決処分の承認を求めることについて
（常陸太田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例)

（地方税法施行令等の改正に伴い改正をするもの）

問 国民健康保険税課税限度額の改
正に伴う対象世帯数について 答 令和３年度の課税内容により新たな税率で算定し

た対象世帯数は、26世帯である。

議案第64号　令和４年度常陸太田市下水道事業等会計補正予算（第１号）について 
（下水道事業等会計の収益的支出に2,656万2千円追加、資本的支出に500万円追加するもの）

問
四季の丘はたそめ自治会所有の汚
水処理施設の使用料2,084万5千
円について

答
過去の実績から今年度見込まれる汚水処理施設
の維持管理経費を算出し、使用料として計上させ
ていただいたものである。

議案第63号　令和４年度常陸太田市一般会計補正予算（第５号）について
（一般会計歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1億2,201万2千円を追加し、総額を250億5,246万8千
円とするもの）

問 給食費支援に 
ついて 

答
原油価格や物価高騰の影響を受け、令和3年5月と令和4年同月を比
較し１食あたり平均して20円上昇していることから、当面の間、増
額分を市で負担することにより、保護者の負担の軽減を図る。

議会報告・意見交換会を開催しました
　市議会では、５月12日（木）、13日（金）、17日（火）、18日（水）市内４地区
において、市民を対象とした議会報告・意見交換会を開催し、各地区合計で、
102人の参加をいただきました。
　議会報告では、「空き家の利活用について」をテーマに、２班に分かれて意
見交換会を行い、貴重なご意見等お聞きすることができました。

◇◇　各会場からいただいたご意見　◇◇

意見交換会に参加された皆様、貴重なご意見ありがとうございました。

・�空き家リフォーム工事費用の助成は居住することが前提であるため、事務所として利用する場合、補助が受
けられない。空き家の利活用を進めていくためにも補助の内容について検討していただきたい。

・�建物だけではなく、その周りの環境や魅力も併せてＰＲすれ
ば、より分かりやすく、興味を持ってくれるのではないのか…

・�空き家バンクを利用して移住してきた方たちの意見をどんどん発信していくと同時に、ネットワークを作り、
行政と情報共有しながら移住定住を進めるための呼び水的な施策を立ち上げてはどうか…

・�空き家として利活用できない空き家が多い。今後高
齢化が進み、空き家も必然的に増えていくことが予
想されることから、そうなる前に有効利活用できるよ
う現状をしっかりと把握し、早めの対策が必要。

・�空き家バンクに登録しなくても、幅広い分野の相談
ができる窓口が必要。

・�地域ごとの空き家の現状と
それに付随する状況を整
理すれば活用しやすいの
ではないのか…

・�空き家バンク制度を多くの人に知っても
らうためのＰＲがまずは第一なのでは…
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常
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２
９
４

－

７
２

－

３
１
１
１（
内
線
４
３
２
）  

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
９
４

－

７
３

－

１
１
１
９

常
陸
太
田
市
議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
８
月
５
日
発
行

No.
169

９月定例会開催のお知らせ
◆日　　　程　9月1日（木）～21日（水）
◆場所・時間　市役所4階議場　午前10時～

月　日 会　議 事　項

９月１日（木） 本会議 開会・議案説明

５日（月） 本会議 一般質問

６日（火） 本会議 一般質問

７日（水） 本会議 議案質疑

８日（木） 常任委員会 総務委員会

９日（金） 常任委員会 文教民生委員会

12日（月） 常任委員会 産業建設委員会

14日（水） 決算委員会 決算特別委員会

15日（木） 決算委員会 決算特別委員会

21日（水） 本会議 委員長報告・
採決・閉会

◆◆◆◆ 傍聴する際のお願い ◆◆◆◆

　傍聴される方は、新型コロナウイルス感染予防のため、
マスク着用や手指消毒、傍聴席では間隔をあけて着席いた
だきますよう、ご協力をお願いいたします。

　全国市議会議長会定期総
会並びに茨城県市議会議長会
定例会において、髙木将議員
に議員在職30年以上として
多年の地方自治進展と市政の
向上に貢献されたことにより
表彰状が贈られました。

　４月21日、第３回定例会の会期について審議
し、「ひたちおおたお知らせ版」及び市内施設・各
支所窓口へ掲示することとした。５月20日には第
１日の日程、議案等付託委員会、一般質問・議案質
疑の通告期限及び一般質問の方法・時間制限並び
に議案質疑の方法について。５月30日には一般質
問通告者について。６月８日には、追加議案、最終
日の日程について協議を行った。

髙木　将　議員

議会運営委員会
第３回定例会の会期・日程等について

議　　会　　日　　誌
4月14日 広報委員会 5月18日 議会報告・意見交換会（金砂郷地区）
　 15日 県北市議会議長会定例会 　 20日 議会運営委員会・全員協議会
 　18日 県市議会議長会理事会・定例会    25日 全国市議会議長会第98回定期総会

　 21日
議会運営委員会・全員協議会・総務委員会所管事務調
査・文教民生委員会所管事務調査・産業建設委員会所
管事務調査

　30日 本会議（開会・議案説明）・議会運営委員会

　 22日 市町村長・市町村議会議長会議 6月1日 一般質問
　 25日 広報委員会 3日 議案質疑・総務委員会協議会・産業建設委員会協議会
　 27日 関東市議会議長会第88回定期総会 6日 総務委員会
5月12日 議会報告・意見交換会（水府地区） 8日 産業建設委員会・議会運営委員会・全員協議会
　 13日 議会報告・意見交換会（里美地区） 10日 本会議（閉会）
　 17日 議会報告・意見交換会（太田地区）   30日 全国市議会議長会地方財政委員会
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全国市議会議長会並びに
茨城県市議会議長会から表彰状


